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札幌市 2019年第１回 定例市議会（2月8日～3月6日）    石川 佐和子   

＊第２部予算特別委員会（保健福祉局、病院局、経済観光局） 

質      問（石川 佐和子） 答        弁 

１． 障がいのある方の災害時の避難支援について 

・昨年 9 月の災害時の課題を検証するために、障がいのある方を広く

対象としたアンケートを行うべきと考えるが、障がい者プランの見

直しに当たっての実態調査については、これまでどのような方を対

象とし、どのような内容で実施してきたのか伺う。 

 

 

 

・今後予定している障がい者プランの見直しに当たっての実態調査に

おいて、災害時における障がいのある方の課題を把握するため、具

体的にどのように行うのか伺う。 

 

・障害福祉サービスを利用していない障がいのある方についても、一

人一人の生活実態を踏まえた避難計画の作成が必要と考えるが、札

幌市として、今後どのように取り組んでいくのか伺う。 

 

 

２．市立札幌病院の医療の質を高める取り組みについて 

・市立札幌病院では、医療の質を向上するため、どのような理念のも

と、どのような体制を構築しているのか。 

 

 

 

 

・2016年度以降の 3年間で、医療の質の向上に向けて具体的にはどの

ような取り組みをし、どのような成果をあげているのか。 

 

 

 

・2019年度以降において、どのようなことを課題と考え、どのように

取り組むのか伺う。 

 

 

 

 

３．札幌スタイルの取り組みについて 

・札幌スタイル推進事業は札幌の良好なイメージを活用し、市内もの

づくり企業の競争力向上を目的とした事業である。15周年を迎える

にあたり、これまでの取り組みにおける成果と課題をどのように認

識されているのか伺う。 

 

 

・札幌市としては札幌スタイル全体の売上が伸びない原因は何だと認

識しているのか伺う。 

 

・そういった課題認識を踏まえ、今後どのような取り組みを行ってい

くつもりなのか伺う。 

１. 

・障がいのある方と障がいのある子どもの他、難病患者などを対象に、3 年に一度実施しており直

近では平成 28 年 11 月から 12 月にかけて実施した。障がい者と障がい児を対象に 7 千人、難病

患者調査や市民意識調査も含め、総数 1 万人以上を対象に実施し 4,800人から回答があった。調

査の内容は、心身の状況、障害福祉サービスの利用状況、外出や仕事の状況など多岐にわたって

いる。災害関係では、災害への備えや防災に関して不安に感じていること、避難所に関して不安

に感じていることなどが含まれていた。 

 

・平成 31 年度に予定している実態調査では、昨年の災害を踏まえた設問を複数加える予定。昨年

9 月の災害後、障がい者団体や福祉関係者から、障がいのある方が災害時に置かれた状況や課題

などを伺ってきたことから、このような当事者の声も参考に内容を検討する。 

 

・実態調査はサービスを利用していない方も対象としているため、広く障がいのある方の生活実態

などを把握できると認識している。障がいのある方一人一人の避難計画の作成に向け、実態調査

で得られる障がい当事者の声や、日頃地域で見守り活動を行っている関係者からの意見も参考に

しながら、支援の取り組みをさらに推進していく。 

 

２. 

・複数の診療科や他職種がそれぞれの専門性を持ち寄って患者に対し最善の医療を提供する「チー

ム医療」を高度に機能させるため、全体を調整する部門を独立させて権限を明確化し、各部門と

ともに汗を流しながら現場を支援していけるシステムが必要と考える。医療の質をマネジメント

し、向上を推進するための組織として「医療品質総合管理部」を平成 28 年度に設置し「医療安

全担当課」「感染管理担当課」「業務改善支援課」の 3 課が組織横断的な委員会やチーム等の事務

局機能を担い、組織の使命達成に向け全力で取り組んでいる。 

 

・公益財団法人日本医療機能評価機構による「病院機能評価」の認定を得ており、平成 29 年度の

更新審査では医療品質総合管理部が病院全体の取り組みをサポートし、高い評価を得て認定され

た。また、医療の質を具体的な数値で表す「臨床指標」をホームぺージ等で公表し、全国の病院

と比較しながら、現場の改善活動を支援している。 

 

・抗生物質が効かない多剤耐性菌の発生が懸念されており、専任チームを設置しているが、さらに

強化するため、医療品質総合管理部に非常勤の担当検査技師を採用し、検査部に配置する専従の

課長職と協働する。また、病院全体の視点からの最適なベッドコントロールの実現をめざす。さ

らに PDCA により、検査技師以外の医療技術職や医療情報職なども専従職員としての配置を検

討するとともに医療の質を病院全体でマネジメントしていく。 

 

３. 

・札幌スタイルに参加する企業と認証製品の数は、平成 20 年は 24 社、60 製品だったが、平成 30

年は 42社、158 製品となった。認証後、12年間で売上が約 80倍に拡大している企業や、一般消

費者向けに新たな製品で販路を広げるなど成長している企業が現れている。札幌スタイルの認証

製品全体の売上は平成 30 年の見込みで約 2 億 3,600 万円と平成 20 年と比べ 1.5 倍程度となっ

ており、売上の向上が課題である。 

 

・認証製品の購入方法として、各企業の個別の店舗やネットショップを除けば、JR タワー展望台

の直営ショップしかない状況。また、インターネットでの購入手法がないなど十分な販売体制が

構築できていない。 

 

・認証製品を常設で取り扱う売り場の拡大やネットショップの設置について、民間小売り業者との

連携を検討していきたい。 

 

 

 


